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緑みどりの森がよろこびの声こえで笑わらい

波だつ小川が笑いながら走はしってゆく、

空気くうきまでが私たちの愉快ゆかいな常談じょうだんで笑い

緑の丘おかがその声で笑い出す。




牧場まきばがいきいきした緑で笑い

きりぎりすが楽たのしい景色けしきの中で笑う、

メアリとスーザンとエミリとが

可愛かわいい口をまるくしてハ・ハ・ヒと歌う。




私たちが桜さくらんぼとくるみの御馳走ごちそうをならべると

その樹きの蔭かげできれいな鳥が笑っている、

さぁ元気で愉快ゆかいに手をつなぎましょう

うれしいハ・ハ・ヒを合唱がっしょうしましょう。
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